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1. 目的  

 平成２３年１１月末に、福島市内の農家から５００ベクレル/ｋｇを超える汚染玄米が検出された。基準

値超えした玄米を生産した農家は非常に少なかった。その原因を探るために、米の汚染度と土壌の汚染度

との相関を求めた。 
 
2. 方法 

 福島市の同じ地域の農家から、基準値超えした汚染米を提供してもらい、放射能を測定した。また、そ

の汚染米を収穫した田圃の土壌を採取して放射能を測定した。 

 

3．結果（平成２４年３月２１日発表） 

 結果を下記の表に示す。この結果から、土壌の汚染度が高ければ、玄米も高い場合（３、４、１０、１

１）がある。一方、土壌の汚染度が低くても、高い場合（９）がある。一方、土壌の汚染度が高くても、

玄米の放射能は低い場合（２、５、６、７、８、１２，１３）がある。さらに、カリウムの濃度が低い場

合、玄米の放射能が高い場合（１０）も低い場合（８）もある。従って、サンプル数は少ないが、土壌中

のセシウムおよびカリウムの濃度と玄米汚染とは相関が無いように考えられる。 

 

図１ 玄米と土壌との汚染度の相関 
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